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2024年5月27日 
株主各位 

会社名   ニデック株式会社 
代表者名  代表取締役グローバルグループ代表 永守 重信 
取引所   東証プライム（6594） 
所在地   京都市南区久世殿城町338 
問合せ先  総務部長 石田 哲 
TEL     075-935-6100 

 
 
 

     第51期定時株主総会招集ご通知の一部訂正のお知らせ 
 

2024年５月31日付送付の当社「第51期定時株主総会招集ご通知」の記載事項の一部に訂正すべき点がござ

いましたので、謹んでお詫び申し上げますとともに、下記のとおり訂正させていただきます。 

 なお、本訂正は、招集ご通知の電子提供措置開始前に確認されたことから、当社ウェブサイトおよび東証

ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）には、訂正後の電子データのみを掲載しておりますが、既に校

了手続きが完了しているため、お手元に届くものは訂正前のものとなります。何卒ご了承下さい。 

 

記 
 

【訂正箇所】（下線部は訂正部分を示します） 

 

24 ページ 事業報告 Ⅰ企業集団の現況に関する事項 

1.事業の経過及び成果 (1)全般的な状況 
 

（訂正前） 

当期の継続事業からの連結売上高は、前期比4.7%増収の２兆3,482億２百万円となり、過去最高を

更新しました。営業利益は前期比63.1%増益の1,631億６百万円となりました。税引前当期利益は前期

比68.3%増益の2,029億19百万円、継続事業からの当期利益は前期比177.2%増益の1,265億87百万円と

なりました。 

親会社の所有者に帰属する当期利益は前期比178.9%増益の1,253億87百万円となりました。 

 

（訂正後） 

当期の継続事業からの連結売上高は、前期比5.3%増収の２兆3,471億59百万円となり、過去最高を

更新しました。営業利益は前期比81.0%増益の1,627億99百万円となりました。税引前当期利益は前期

比83.5%増益の2,026億12百万円、継続事業からの当期利益は前期比235.3%増益の1,263億44百万円と

なりました。 

親会社の所有者に帰属する当期利益は前期比238.4%増益の1,251億44百万円となりました。 
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24 ページ 事業報告 Ⅰ企業集団の現況に関する事項 

1.事業の経過及び成果 (2)製品グループ別販売の状況 

 

（訂正前） 

 

 

（訂正後） 
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25 ページ 事業報告 Ⅰ企業集団の現況に関する事項 

1.事業の経過及び成果 (2)製品グループ別販売の状況 精密小型モータ 

 

（訂正前） 

売上高は前期比2.3%減収の4,156億74百万円となりました。 

HDD用モータの売上高は、販売数量の減少を主因として、前期比10.0%減収の706億８百万円となりま

した。その他小型モータの売上高は前期比0.5%減収の3,450億66百万円となりました。 

営業利益は、減収による影響と製品構成の変動に対して固定費の大幅削減や原価及び売価改善を確

実に実現した結果、前期比40.4%増益の374億68百万円となりました。 

 

（訂正後） 

売上高は前期比2.3%減収の4,157億９百万円となりました。 

HDD用モータの売上高は、販売数量の減少を主因として、前期比10.0%減収の706億８百万円となりま

した。その他小型モータの売上高は前期比0.5%減収の3,451億１百万円となりました。 

営業利益は、減収による影響と製品構成の変動に対して固定費の大幅削減や原価及び売価改善を確

実に実現した結果、前期比40.5%増益の374億74百万円となりました。 

 

27ページ 事業報告 Ⅰ企業集団の現況に関する事項 

1.事業の経過及び成果 (2)製品グループ別販売の状況 家電・商業・産業用 

 

（訂正前） 

 

 

（訂正後） 
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28 ページ 事業報告 Ⅰ企業集団の現況に関する事項 

1.事業の経過及び成果 (2)製品グループ別販売の状況 機器装置 

 

（訂正前） 

 

 

（訂正後） 
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30 ページ 事業報告 Ⅰ企業集団の現況に関する事項 

1.事業の経過及び成果 (2)製品グループ別販売の状況 その他 

 

（訂正前） 

 

 

（訂正後） 
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31ページ 事業報告 Ⅰ企業集団の現況に関する事項 

3.財産及び損益の状況 (1)企業集団の財産及び損益の状況 

 

（訂正前） 

 

 

（訂正後） 
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32ページ 事業報告 Ⅰ企業集団の現況に関する事項 

3.財産及び損益の状況 (1)企業集団の財産及び損益の状況 

 

（訂正前） 

 
 

（訂正後） 
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34ページ 事業報告 Ⅰ企業集団の現況に関する事項 

4.対処すべき課題(3)売上の過大計上等の誤謬への再発防止策 

 

訂正前 訂正後 

 

（記載なし） 

 

2024年５月24日付「過年度の決算短信及び有価証券報告書等並

びに内部統制報告書の一部訂正に関するお知らせ」及び同日付

「財務報告に係る内部統制の開示すべき重要な不備に関するお知

らせ」に記載のとおり、当社の連結子会社であるニデックドライ

ブテクノロジーにおいて、連結決算手続における当社グループの

連結子会社間取引を伴う売上高等の連結調整の一部について調整

対象を誤認し、売上高が過大に計上されていることが判明しまし

た。 

当社グループにおいて、決算処理に対する多角的視点での検証

及び承認権限者による承認手続の強化等の再発防止策を速やかに

策定、実行することで財務報告の信頼性を確保してまいります。 

 

37ページ 事業報告 Ⅰ企業集団の現況に関する事項 

9.剰余金の配当等の決定に関する方針 

 

（訂正前） 

 

 

（訂正後） 
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55ページ 連結計算書類 連結財政状態計算書 

 

（訂正前） 
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（訂正後） 
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56ページ 連結計算書類 連結損益計算書 

 

（訂正前） 
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（訂正後） 
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59ページ 監査報告書 連結計算書類に係る会計監査人の監査報告 

  

訂正箇所 訂正前 訂正後 
 

独立監査人の監査報告書日付 

 

2024 年5 月23 日 
 

2024 年5 月24日 

 

強調事項 
 

（記載なし） 
 

連結注記表Ⅰ．連結計算書

類作成のための基本となる重

要な事項 6. 誤謬の訂正に関

する注記 に記載されていると

おり、会社は当連結会計年度

において、誤謬の訂正を行

い、期首の資本の帳簿価額を

修正している。 

当該事項は、当監査法人の

意見に影響を及ぼすものでは

ない。 

 

61ページ 監査報告書 会計監査人の監査報告 
 

訂正箇所 訂正前 訂正後 
 

独立監査人の監査報告書日付 

 

2024 年5 月23 日 
 

2024 年5 月24日 

 

62ページ 監査報告書 会計監査人の監査報告 
 

訂正箇所 訂正前 訂正後 
 

計算書類等の監査における監

査人の責任 

 

（記載なし） 
 

計算書類等に対する意見を

表明するために、計算書類等

に含まれる構成単位の財務情

報に関する十分かつ適切な監

査証拠を入手する。監査人

は、構成単位の財務情報に関

する監査の指示、監督及び実

施に関して責任がある。監査

人は、単独で監査意見に対し

て責任を負う。 
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63ページ 監査報告書 監査等委員会の監査報告 

 

訂正箇所 訂正前 訂正後 
 

２．監査の結果 

(1) 事業報告等の監査結果 

 ③ 

 

（記載なし） 
 

なお、当社連結子会社におい

て売上の過大計上等の誤謬が

判明したことを受け、過年度

の連結財務諸表等において誤

謬に基づく訂正が行われたこ

とにつき、監査等委員会とし

ては、当社グループの再発防

止策の実施状況等について監

視して参ります。 

 

以上 


